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 8） 数式で表せば，次のようになる。  
 9） 臨界線上に零点が無限個あることは，ハーディが1914年に証明した（のちの研究で，リーマン自身がすでにこ
の事実にいたっていたということが判明した）。いうまでもなく，これはリーマン予想の証明にはなっていない。
無限個あることと，例外なくあることは，もちろん違うからである。 
 10） リーマン予想について最近の動向を見ると，黒川信重氏の絶対数学からのアプローチが興味深い。これは1元
体という，演算1×1＝1だけからなる極めてシンプルな（数学的）実体を基本とする数学である。それは，従
来の数学における点が究極的に無に収斂するのに対し，「広がりをもった点」といえる。その思想の全容はもち
ろん筆者の完全に理解するところでは到底ないが，要は，リーマン予想を数学の根底的部分から捉え直そうと
いう試みである。1元体というのは，何か（1）のベキ乗場を思わせるところがあって，個人的に関心を呼ぶも
のがある。ただ，認識論的観点からいえば，原初の存在は大いなる1としても，それを認識する掛け算1×1の
導入には2視点が必要なのである。黒川信重2016，『絶対数学原論』，現代数学社，黒川信重2017，『絶対数学
の世界』，青土社，その他を参照。 
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